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地域一体イベントで皆元気になる「どろんこバレーボール大会」 

～柵原星の里スポレク倶楽部（岡山県久米郡美咲町） 

 

１．準備に２年間「どろんこバレーボール大会」 

「どろんこバレーボール」とは、田んぼなどで泥まみれになってするバレーボールの試合のことです。 

平成 21 年 6 月 21 日（日）に開催された「どろんこバレーボール大会」の取り組みを紹介します。「平成

21 年度の企画として、地域と一緒に何か出来ないか」、地域を生かした個性的な催し物として「どろんこバ

レーボール大会」の案が出たのが今から約２年前でした。 

 

いきなり案を実行に移した訳ではなく、開催を決定するまでにいろいろと柵原（やなはら）の里スポレク

倶楽部（以下、倶楽部）の仲間と検討を行っていました。我々の地域は、中山間に囲まれた昔ながらの田舎

風景が残る地域です。高齢化も進み年々休耕田の数も増えています。まずは地域の長老の方へ相談すること

から始めました。 

 

２．地域総出で会場づくり 

 立地条件を考慮し、休耕田の選出を開始しました。田んぼ

は確保されても水利（田畑に利用する水）がなければ、水を

入れ会場作りはできません。地元の水利組合の責任者へも足

を運び、「こんなイベントをしたいので協力いただけません

か」と、区長さん宅へも何度も説明に行きました。 

場所、水利が確保でき、何とか前が見えてきました。次に

会場となる休耕田の開拓を進めました。正に草との戦いでし

た。数年間、水田として活用されてなかった土地です。大半

が整備に時間を費やす事となりました。 

人間の背丈ほどに伸びた草、それも約 50アール以上ある田

んぼが２枚もあり、倶楽部のスタッフだけでは手入れができ

ません。数名いる区長さんや会場周辺の大勢の方々に、草刈

りを手伝ってもらいました。 

「若い者が何かをする・・・我々、地元の者としては手伝わ

ない訳にはいかない」「うちの地元でやってくれることが、

我々は何よりも嬉しい」、そんな皆さんの熱い声に支えられ、

急ピッチで整備と手入れが進められました。 

草

 草刈り、草焼き、田の耕し、この作業を数ヶ月に渡り繰り

返されました。梅雨の真っ最中は、１週間で草が再び生え変

わり悩まされました。こんな調子で大会前日を迎える事にな

りました。地区のテント、テーブル、椅子なども提供してい

ただきました。大会前日は区長さん筆頭に数十名の方が地元

から応援に駆けつけて下さり、一緒に会場作りに汗を流しま

した。初めての経験でしたが、楽しく多くの笑顔で作業が進

められました。                           草刈りの様子（休耕田） 



   

 

 

 

 

 

 

 

   ▲草焼きの様子              ▲田の耕しの様子                ▲前日準備の様子 

▼試合の様子 

３．一緒に汗を流す喜びと達成感 

私達の倶楽部の地域への浸透性がまだまだでは、と感じていた

頃がありましたが、今回、このイベントを通じて、草刈りの協力

の頃より、地域の皆さんに「私達のやりたい事や伝えたい事が少

しでも理解頂いているのでは・・・」と肌で感じ取れました。 

何よりも地域の皆さんと一緒に目的を一つにして汗を流せた事

が、大きな喜びでもあり、達成感に繋がりました。 

私達の町は、平成の市町村合併で大きく変化しました。何より

も地元に根付いたクラブでありたい、そして「みんなで楽しく！」

を目標に掲げ４年が経過しました。 

全ての行事やイベントで、スタッフや参加の方々に負担を多く

掛けたくはありませんが、何より楽しい笑顔を大切にしたい気持

ちは設立当初より変わっていません。 

 

そして平成 21年度は少し変化し、『夢・ときめき・感動』を加

えた目標も掲げました。総合型クラブはスポーツを通して地域を

盛り立てようとする背景もありますが、スポーツ以外でも地元（地

域）と接点を結び、一緒に何かを行い、そして一緒に微笑み合う  ▼試合後の様子 

事が大切な要素だと感じています。 

今後も地域の声を大事に、地元は何を必要としているか、皆さ

んで考えながらトライしていけたらと思っています。それを実施

したり行動したり、やはり地域との談話が必要だと考えます。 

◎開催後の反響～開催後、地元の皆さんからの声が届いており、 

一部を紹介します。 

・楽しい一日でした。笑顔が絶えない。久し振りに笑った。 

・若い方達が一生懸命に動く姿を見て感動した。    

・来年も是非、やって欲しい。 

・孫が楽しみにしていて、当日は楽しかった。 

・あれだけの準備、お疲れ様でした。大変なご苦労をされた事と 

思います。 

 

私達は地元の声を大事に、平成 22年度の企画に向け次の準備を

進めています。地元の皆さんに心から感謝です。スタッフだけで

は成功していません。温かい気持ちを大事に、これからも頑張っ

て参ります。 

（表田実典（ｵﾓﾃﾀﾞﾐﾉﾘ） 柵原星の里スポレク倶楽部事務局長） 笑顔一杯の観客の様子



【柵原星の里スポレク倶楽部・プロフィール】 
 

１．設立  

設立年：平成 18 年春 

  経緯：平成 17 年準備委員会発足＜柵原町体育指導委員主体（設立準備当初）＞              

２．地域 

人口：約 6,800 人 

     地域特性：保育園－３．小学校－２．中学校区１単位。活動が昔から活発な地域です。既存のスポーツ

少年団や他のスポーツ団体、文化サークル活動が盛んで、仲良く連携を取り一緒に力を合わ

せ活動しています。 

３.クラブ 

会員数：343 名 平成 21 年 12 月現在     

予算規模：約 500 万円（町助成金．受託管理．その他） 

４． 連絡先 
〒708-1533 岡山県久米郡美咲町久木 200-8 柵原総合文化センター内 

          TEL:０８６８－６２－１１６５  FAX:０８６８－６２－１１９７ 

                  E メール：hoshinosato@cyerry.net 

          URL：http://www.cyerry.net/~hoshinosato/ 

 


